
平成１１年度事業報告書

平成１１年度収支決算書

自 平成１１年１２月２日

至 平成１２年３月３１日

特定非営利活動法人 ロボカップ日本委員会
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Ⅰ．平成１１年度事業報告書

平成１１年度については、事業期間が４ヶ月に満たなかったが、関係者の協力に

より、本法人の事業目的を達成するために、下記の事業を実施することができた。

なお、本法人は、平成１１年１２月２日に設立され、まだ日も浅いため、会員の

募集、事務処理体制の確立等の基盤整備を図っている段階にある。

１．特定非営利活動に係る事業

(1) 一般会計事業

①スプリングシンポジウムの開催

平成１２年３月２０～２１日に東京臨海副都心にあるタイム２４ビルで、神

成理事他３名の協力により、スプリングを開催し、延べ２００人の参加者を得

た。

、 、本イベントは 人工知能学会及び国際情場学会との共催で行ったものであり

第３回ロボチャレンジフォーラム、小型機リーグとシミュレーションリーグの

練習試合、ＬＥＧＯマインドストーム等のデモンストレーション及びロボカッ

成果に関するWorkshopを実施した。プ関係の研究

②ロボチャレンジの開催

平成１２年２月１１日にオーム社セミナールームで 第２回ロボチャレンジフォー、

ラムを開催し、教育研究者、自治体、ボランティア約７０名の参加を得た。

平成１２年３月２０日にスプリングシンポジウムの一環として、第３回ロボチャ

レンジフォーラムを開催し、教育研究者、自治体、ボランティア１００名近くの参

加を得るとともに、Dr.Henrik Hautop Lund(LEGO Lab, University of Aarhus, Den

mark)及びDr.Tucker Balch(Carnegie Mellon University, USA)の招待講演も行っ

た。

③ロボカップレスキュー調査研究

ロボカップ国際連盟ロボカップレスキュー技術委員会が行ったロボカップレス

キュープロジェクトに関する市場・技術に関する調査に協力するとともに、その成

果物として共立出版から刊行された「ロボカップレスキュー」を共同編集した。

④マルチロボットに関する基盤技術に関する技術動向

(社)生産技術振興会からの委託により、マルチロボットに関する基盤技術の技術

動向について調査研究を行った。
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(2) 競技会特別会計事業

平成１１年度は、競技会特別会計事業を行わなかった。

２．収益事業

平成１１年度は、収益事業を行わなかった。

３．庶務事項

(1) 設立総会

①日 時 ： 平成１１年８月１２日（木曜日） １８：００ ～ １９：００

②場 所 ： 渋谷区神宮前６丁目３１番地１５号 マンション３１ ６Ａ

③出席者 ： ２３名うち表決委任状を提出した者８名

④審議事項

☆議長の選出

☆特定非営利活動法人の設立

☆任意団体の残余財産の処理

☆法第２条第２項第２号及び法第１２条１項第３号に該当することの確認

☆定款の制定

☆役員の選任

☆設立当初の事業計画及び収支予算の策定

☆議事録署名人の選任

(2) 特定非営利活動法人の設立認証申請

①平成１１年８月１６日に東京都知事に対して、特定非営利活動法人の設立認証

の申請を行った。

②提出書類中の松原仁の住所に誤記があったため、平成１１年１０月２５日に特

定非営利活動法人設立認証に係る書類の再提出を行った。

③平成１１年１２月２日付けの１１生コミ文振特第６１８号により、東京都知事

から特定非営利活動法人の設立の認証を受けた。

(3) 法人登記

、 。平成１１年１２月１３日に東京法務局品川出張所において 法人登記を行った
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(4) 理事会

①日 時 ： 平成１２年２月１２日（土曜日） １０：００ ～ １２：００

②場 所 ： 渋谷区神宮前６丁目３１番地１５号 マンション３１ ６Ａ

③出席者 ： 理事１０名うち表決委任状を提出した者２名

監事２名

オブザーバー ： ２名（石黒周、盛田明彦）

④審議事項

☆議長の選出

☆ｌａｃの解散

☆平成１１年度の収支予算及び事業計画の見通し

☆会員の募集方法

☆会員証の制定

☆印章管理規定の制定

☆経費処理規定の制定

☆公認会計士への依頼

☆世界大会前の強化合宿

☆ロボカップインフラ技術検討委員会の設置

☆第６回世界大会の開催地について

☆その他

・次回理事会及び平成１２年度通常総会の開催日程

・ジャパンオープン２０００の日程

・ロボカップ日本委員会とThe RoboCup Federationとの関係

☆議事録署名人の選任

(5) 平成１１年度末の会員数（平成１１年度年会費納入者）

①正 会 員 ： １６名（敬称略）

秋田純一、浅田稔、淺間一、五十嵐治一、大橋健、門脇眞示

神成淳司、嶋田晋、鈴木昭二、高橋友一、田所諭、内藤理

森康夫、松原仁、盛田明彦、矢澤洋一

②研究会員 ： ０名

③学生会員 ： ０名
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Ⅱ．平成１１年度収支決算書

１．平成１１年度特定非営利活動に係る事業会計収支計算書

（平成１１年１２月２日から平成１２年３月３１日まで）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．収入の部

１．会費・入会金収入

正会員入会金 32,000

正会員年会費 7,500 39,500

２．雑収入

普通預金利息収入 2

寄附金 45,000 45,002

３．法人税法施行令第５条対象(P)

調査研究請負料 300,000

当 期 収 入 合 計（Ａ） 384,502

前 期 繰 越 収 支 差 額 0

収 入 合 計（B） 384,502

Ⅱ．支出の部

0１．事業費

２．法人税法施行令第５条対象(Q)

調査研究事業費 0

３．管理費

通信費 5,805

消耗品費 30,240 36,045

うち法人税法施行令第５条対象

事業への配賦額(R) (28,123)

４．公租公課

法人税 (P－Q－R)×22% 59,813

法人都民税 (均等割) 17,500

法人都民税 (法人税割） 13,594

法人事業税 (P－Q－R)×5% 13,594

印紙代 2,000 106,501

当 期 支 出 合 計（Ｃ） 142,546

当 期 収 支 差 額（Ａ）－（Ｃ） 241,956

次期繰越収支差額 （Ｂ）－（Ｃ） 241,956
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(1) 平成１１年度一般会計収支計算書

－－特定非営利活動に係る事業会計のうち－－

（平成１１年１２月２日から平成１２年３月３１日まで）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．収入の部

１．会費・入会金収入

正会員入会金 32,000

正会員年会費 7,500 39,500

２．雑収入

普通預金利息収入 2

寄附金 45,000 45,002

３．法人税法施行令第５条対象(P)

調査研究請負料 300,000

当 期 収 入 合 計（Ａ） 384,502

前 期 繰 越 収 支 差 額 0

収 入 合 計（B） 384,502

Ⅱ．支出の部

0１．事業費

２．法人税法施行令第５条対象(Q)

調査研究事業費 0

３．管理費

通信費 5,805

消耗品費 30,240 36,045

うち法人税法施行令第５条対象

事業への配賦額(R) (28,123)

４．公租公課

法人税 (P－Q－R)×22% 59,813

法人都民税 (均等割) 17,500

法人都民税 (法人税割） 13,594

法人事業税 (P－Q－R)×5% 13,594

印紙代 2,000 106,501

当 期 支 出 合 計（Ｃ） 142,546

当 期 収 支 差 額（Ａ）－（Ｃ） 241,956

次期繰越収支差額 （Ｂ）－（Ｃ） 241,956
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(2) 平成１１年度競技会特別会計収支計算書

－－特定非営利活動に係る事業会計のうち－－

（平成１１年１２月２日から平成１２年３月３１日まで）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．収入の部

１．協賛金収入 0

当 期 収 入 合 計（Ａ） 0

前 期 繰 越 収 支 差 額 0

収 入 合 計（B） 0

Ⅱ．支出の部

１．事業費 0

２．管理費 0

３．公租公課 0

当 期 支 出 合 計（Ｃ） 0

当 期 収 支 差 額（Ａ）－（Ｃ） 0

次期繰越収支差額 （Ｂ）－（Ｃ） 0
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２．平成１１年度収益事業会計収支計算書

（平成１１年１２月２日から平成１２年３月３１日まで）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．収入の部

１．事業収入 0

当 期 収 入 合 計（Ａ） 0

前 期 繰 越 収 支 差 額 0

収 入 合 計（Ｂ） 0

Ⅱ．支出の部 0

１．事業費

２．管理費 0

３．公租公課 0

当 期 支 出 合 計（Ｃ） 0

当 期 収 支 差 額（Ａ）－（Ｃ） 0

次期繰越収支差額 （Ｂ）－（Ｃ） 0
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３．特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表

（平成１２年３月３１日現在）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部

１．流動資産

現金預金

現 金 0

普通預金 469,807

流動資産合計 469,807

２．固定資産 0

資 産 合 計 469,807

Ⅱ．負債の部

１．流動負債

短期借入金（石黒周） 34,850

前受金 88,500

未払金 87,001

流動負債合計 210,351

２．固定負債 0

負 債 合 計 210,351

Ⅲ．正味財産の部

正味財産 259,456

（うち当期正味財産増加額） (259,456)

負債及び正味財産合計 469,807
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(1) 一般会計貸借対照表

－－特定非営利活動に係る事業会計のうち－－

（平成１２年３月３１日現在）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部

１．流動資産

現金預金

現 金 0

普通預金 469,807

流動資産合計 469,807

２．固定資産 0

資 産 合 計 469,807

Ⅱ．負債の部

１．流動負債

短期借入金（石黒周） 34,850

前受金 88,500

未払金 87,001

流動負債合計 210,351

２．固定負債 0

負 債 合 計 210,351

Ⅲ．正味財産の部

正味財産 259,456

（うち当期正味財産増加額） (259,456)

負債及び正味財産合計 469,807
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(2) 競技会特別会計貸借対照表

－－特定非営利活動に係る事業会計のうち－－

（平成１２年３月３１日現在）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部

１．流動資産 0

２．固定資産 0

資 産 合 計 0

Ⅱ．負債の部

１．流動負債 0

２．固定負債 0

負 債 合 計 0

Ⅲ．正味財産の部

正味財産 0

（うち当期正味財産増加額） ( 0)

負債及び正味財産合計 0
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４．収益事業会計貸借対照表

（平成１２年３月３１日現在）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部

１．流動資産 0

２．固定資産 0

資 産 合 計 0

Ⅱ．負債の部

１．流動負債 0

２．固定負債 0

負 債 合 計 0

Ⅲ．正味財産の部

正味財産 0

（うち当期正味財産増加額） ( 0)

負債及び正味財産合計 0
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５．特定非営利活動に係る事業会計財産目録

（平成１２年３月３１日現在）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部

１．流動資産

現金預金

現 金 0

普通預金（東京三菱銀行） 469,807

流動資産合計 469,807

２．固定資産 0

資 産 合 計 469,807

Ⅱ．負債の部

１．流動負債

短期借入金（石黒周） 34,850

前受金 （会費） 88,500

未払金 （法人税等） 87,001

流動負債合計 210,351

２．固定負債 0

負 債 合 計 210,351

正 味 財 産 259,456
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(1) 一般会計財産目録

－－特定非営利活動に係る事業会計のうち－－

（平成１２年３月３１日現在）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部

１．流動資産

現金預金

現 金 0

普通預金（東京三菱銀行） 469,807

流動資産合計 469,807

２．固定資産 0

資 産 合 計 469,807

Ⅱ．負債の部

１．流動負債

短期借入金（石黒周） 34,850

前受金 （会費） 88,500

未払金 （法人税等） 87,001

流動負債合計 210,351

２．固定負債 0

負 債 合 計 210,351

正 味 財 産 259,456
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(2) 競技会特別会計財産目録

－－特定非営利活動に係る事業会計のうち－－

（平成１２年３月３１日現在）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部

１．流動資産 0

２．固定資産 0

資 産 合 計 0

Ⅱ．負債の部

１．流動負債 0

２．固定負債 0

負 債 合 計 0

正 味 財 産 0
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６．収益事業会計財産目録

（平成１２年３月３１日現在）

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

（単 位 ： 円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部

１．流動資産 0

２．固定資産 0

資 産 合 計 0

Ⅱ．負債の部

１．流動負債 0

２．固定負債 0

負 債 合 計 0

正 味 財 産 0
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（計算書類に対する注記）

◎ 会費については、未収金の計上を行わない。

◎ 特定非営利活動に係る事業であっても、法人税法施行令第５条第１項に規定される

収益事業（３３業種）に当たるものについては、その所得に対する法人税、法人住民

税（法人税割）及び法人事業税を納税する。

◎ 上記の場合、管理費については、特定非営利活動に係る事業の収入額に占める課税

対象事業の収入額の割合で、課税対象事業の経費に配賦する。
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Ⅲ．平成１１年度監査報告書

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会の平成１１年度事業報告書ならびに平

成１１年度収支決算書の各項目について監査した結果、いずれも適正かつ正確であ

ることを確認いたしました。

平成１２年６月１６日

特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会

,監 事 内 藤 理

,監 事 矢 澤 洋 一




